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目的

地域に伝承される食べ物や調理法は気候、風

土、産物を含む「自然要因」及び、宗教を含む人

間、産業、政治を含む「人為的要因」といった

様々な要因の影響を受けている（石川, 2000）。

市場で取り扱っている食品内容は、地域ごとに異

なる可能性が大きく、また流通している食品の地

域特性を観察できる可能性が非常に高い。また、

取り扱い食品は、その地域の食性に基づく内容

であることも考えられる。これらの理由から、タン

ザニア 5 地域の市場及び商店での取り扱い食品

を通じて地域特性および地域食性を観察するこ

とを目的とし、今回の市場調査を行った。

対象

タンザニア国内で主食に用いられる食料の生

産量には大きな地域特性がある。トウモロコシ

は全国的な主食であるウガリの主材料である。

Cochrane ら（2015）が実施した食糧バスケット

調査によると、トウモロコシの生産は、南部高地

では多いが、中部、海岸沿い及び南東部での生

産量は少ない。キャッサバは全国的に生産され

ているが、海岸沿い及びヴィクトリア湖付近での

生産が特に多い。南部高地におけるエネルギー

摂取は、トウモロコシ由来が約半分を占めていた

（51％）が、地域により摂取する炭水化物供給

源の食糧品目および種実類が異なる。しかし、

たんぱく質供給源は豆が中心であり、肉や魚な

どからの摂取は全国的に不足傾向である。

今回の対象地域は、タンザニア東海岸のイン

ド洋上に位置するザンジバル諸島、タンザニア中

央部に位置する高原地域ドドマ州ドドマ市、タン

ザニア南部に位置するイリンガ州イリンガ県イリ

ンガ市、タンザニア南部イリンガ州イリンガ県に

位置する農村地域イフンダ郡、タンザニア南東部

に位置しインド洋に面するリンディ州リンディ県

リンディ市の 5 地域の市場を対象とした。
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図 1 タンザニア対象地域地図

（白地図専門店より引用し、筆者が編集）
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方法

2022年 8 月10日から 9 月 9 日の間に各地域の

市場に筆者らが直接訪問し、写真での記録及び

市場関係者への聞き取り調査を行いデータ収

集した。また、2022年の調査時には確認できな

かったが、2017年10月～2020年 2 月の間に取り

扱いが確認できている食品については「既知の

知見」として別途明記した。現地調査後、各食

品を「葉物野菜」、「その他の野菜」、「主

食となる食品」、「果物」、「肉」、「魚介

類」、「香辛料」、「その他」に分類した。

「その他」には、塩や砂糖、油を含む調味料、

コーヒーや炭酸飲料を含む清涼飲料、スナック

菓子や現地特有のお菓子を含む菓子類、卵、牛

乳、調理道具を含む生活用品などを含めた。

結果

調査結果を表 1～ 8 に示す。取り扱いのある

食品に「〇」印を付けた。なお、大規模な市場

については「市場」、地元住民が利用するよう

な小さな店については「商店」と記載した。ザ

ンジバルのパジェで調査した商店11店舗につい

ては、集約し記載した。

葉物野菜では、ドドマでの取り扱い種類が最

も豊富であった。一方で、イフンダ及びリン

ディでの取り扱い種類は少なかった（表 1）。

その他の野菜は、 5地域いずれでも取り扱う

種類が豊富であったが、パプリカ、カリフラ

ワー、ネギといった西洋野菜の取り扱いは、

ドドマとイリンガの 2地域のみであった（表

2）。主食となる食品は、 5地域間で大きな差

は確認できなかった（表 3）。果物は、ザンジ

バルでの取り扱い種類が他 4地域よりも多かっ

た。また、イリンガでは野生の木の実の取り扱

いも確認できた（表 4）。肉は、ザンジバルで

のみ確認でき、取り扱われていた肉類は、鳥と

牛のみであった（表 5）。なお、イリンガ、イ

フンダでも牛肉及び豚肉の 2種類の取り扱いが

あることが既知の知見として確認されている。

魚介類は、生の魚介類は、ザンジバルでのみ

取り扱いが確認された。乾燥された魚介類は 5

地域全てで取り扱いがあったが、取り扱う種類

はザンジバルが最も多かった（表 6）。香辛料

は、 5地域全てで取り扱いが確認できたが、特

にザンジバルとイリンガで取り扱う種類が豊富

であった（表 7）。その他のものは、大きい市

場よりも地元住民が買い物に行く小さい商店で

の取り扱い種類が多かった（表 8）。しかし、

商店についてはザンジバルでのみ調査が行われ

たため、その他 4地域については不明である。
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表1　5 地域での取り扱い食品 葉物野菜
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表2 　5 地域での取り扱い食品（その他の野菜）
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結論

各食品の分類ごとに結果を考察する。葉物野

菜については、ドドマの市場での取り扱い種類

が多いことが大きな特徴であった。これは、ド

ドマは葉物野菜の摂取が多い「内陸伝統消費パ

ターン」の食事形態の地域であり、また、乾燥

技術が発達している地域でもあるため、葉物野

菜に乾燥操作を施し、保存性を高め備蓄食と

して利用していることが推察できる（武藤他, 

2022）。リンディでは、葉物野菜の取り扱いが

少なく、これは乾季における野菜摂取頻度が低

いことと関連していると考えられる（武藤他, 

2022）。

その他の野菜については、ドドマとイリンガ

にて、ごくわずかであるが、パプリカ、カリフ

ラワー、長ネギや万能ねぎの取り扱いがあっ

た。西洋野菜はタンザニア人の食性には馴染み

のない食品であり、ドドマでの西洋野菜の購入

は、地元住民により西洋料理店がほとんどで、

これらの西洋野菜は一般の家庭の食卓に並ぶこ

とは少ない。

主食となる食品では、明らかな地域差は見ら

れず、どの対象地域でもキャッサバ、ジャガイ

モ、米、トウモロコシ、サツマイモを主食とし

ていることがわかる。これは、地域により違い

はあるが、米飯、トウモロコシ、いも類を主食

としている先行研究の内容と一致する（阪本, 

2022）。また、イリンガ及びイフンダ地域で

は、トウモロコシの粉の取り扱いが確認できな

かったが、これらの地域では自家栽培をするこ
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表6　5 地域での取り扱い食品（魚介類）

表7　5 地域での取り扱い食品（香辛料）
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とが多いため、今回の調査では確認できなかっ

たと考えられる。

ザンジバルでは、果物の取り扱い種類が多い

ことが特徴の 1つであった。これは、ザンジバ

ルがリゾート地としても有名なため、果物は観

光客向けの品揃えであると同時に、パッション

フルーツやグアバといったいわゆる南国フルー

ツは、雨量の多いザンジバルの特徴的な果物で

あることも背景にあると推察される。また、イ

リンガでは野生の木の実（種実類）の取り扱い

が豊富なことが大きな特徴である。

肉及び魚介類では、どの地域でも肉類よりは

魚介類を取り扱うことが多かった。しかし、ド

ドマ、イリンガ、イフンダでは乾燥させた魚の

みの取り扱いであり、生の魚介類の取り扱い

は、ザンジバルのみであった。これは、ザンジ

バルがインド洋上に位置する地理的要因による

ものと考えられる。またザンジバルでは、取り

扱っていた魚介類の種類が多く、特にタコを取

り扱う面積が大きかった。魚介類は生だけでな

く乾燥させた種類も豊富であり、間食として食

している人も見受けられた。肉類に関しては、

ザンジバル、イリンガ、イフンダの市場で取り

扱われていることが確認できた。イリンガ及び

イフンダでは豚肉の取り扱いも確認できている

が、ザンジバルでは、鶏肉と牛肉のみであっ

た。これは、ザンジバルはイスラム教の特色

が強い地域であることも関係している。公式

な数値は調査・公表されていないが、タンザ

ニア全体では、キリスト教が63％、イスラム教

が34％、その他の宗教が 5％と報告されている

が、ザンジバルでは99％がイスラム教を信仰し

ているとの報告もある（USDS 2021）。なお、

魚介類はスワヒリ語名での調査を行ったため、

妥当な日本語名および英語名を判別できないも

のがあった。魚介類の判別については専門知識

及び言語的観点からの調査の限界が存在する。

香辛料については、どの地域も同様の取り扱

い内容であった。しかし、取り扱い面積につい

ては、ザンジバルが他の地域と比較して明らか

に広かった。これは、ザンジバルが香辛料貿易

の拠点でもあったという歴史的背景及びスパイ

スがザンジバルの特産品の一つであるためと考

えられる。

その他、日用品に関しては、やはり市場より

も地元住民が買い物に行くような商店での取り

扱い種類が多かった。しかし、商店については

ザンジバルでのみの調査のため、他地域との比

較はできない。

5地域それぞれの地域特性についてまとめ

る。ザンジバルは、魚介類の取り扱い種類が他

の地域と比較して、多いことが特徴であった。

これはザンジバルの地理的特性の影響が非常に

大きい。また、信仰上の理由から、喫食可能な

肉類が限られていることも 1つの要因と考えら

れる。

ドドマでは、葉物野菜の取り扱い種類が多い

ことが最大の特徴であり、「内陸伝統消費パ

ターン」の食事であること、乾燥技術が発達し

ていることという 2要因が大きく影響している

と考えられる。

イリンガは野生の木の実の取り扱い種類が他

の地域と比べ多いことが最大の特徴である。イ

リンガ州、ドドマ州、リンディ州で行われた食

事摂取頻度の地域差及び季節差を検討した先行

研究（武藤他, 2022）では、リンディ州でのみ

種実類（木の実）の摂取頻度の季節変動が確認

されており、乾季よりも雨季で種実類を多く摂

取している状況が明らかとなっているため、雨

季では取り扱う種実類の種類がより豊富になる

ことが予想できる。

イフンダでは、葉物野菜の取り扱いは少な

かったが、その他の野菜の取り扱い種類が多

かった。先行研究にて、乾季のイフンダでは野

菜はほぼ毎日食べていることが報告されている

（Sakamoto et al., 2020）。先行研究と今回の結
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果から、乾季では葉物野菜ではなく、その他の

野菜が積極的に摂取されていることが推察でき

る。

リンディでは、果物、でんぷん質の植物、魚

を平均的に取り扱っていた。これは、Gudrun 

ら（2011, 2016）が同定した「海岸沿いの伝統

パターン」の食事に対応した食品の取り扱いで

あることがわかる。

今回の市場調査では、市場及び商店での取り

扱い食品は、各地域の食性を推察できる結果で

あった。また、地域食性は地理的特性や宗教的

背景が影響する（石川, 2000）という既知の情

報と一致する結果が示された。
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